
4 　 八尾市水道ビジョン
策定の経過



　八尾市水道ビジョンの策定にあたっては、水道契約者1,000人を対象にしたお客さまアンケートを行

いました。アンケート結果は、八尾市水道ビジョン策定作業において常に貴重な参考資料として活用し

ました。また、八尾市水道ビジョン策定諮問委員の会（次ページ参照）における会議の基礎資料としま

した。

お客さまへ
広報

市議会へ
報告

実施・進行管理

厚生労働省および
大阪府水道部へ報告

水道事業についての
お客さまアンケート

平成19年4月

市民意見提出制度
（パブリックコメント）

八尾市水道ビジョン策定
諮問委員の会

平成19年12月20日
～平成20年1月10日

平成19年6月～10月
（計5回開催）

局内でつくり上げた
八尾市水道ビジョンの素案

八尾市水道ビジョン八尾市水道ビジョン八尾市水道ビジョン
（平成20年度～平成32年度）
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局長

素　案

所属長会議

全　　　　職　　　　員

ワーキンググループ
（各所属の代表）



　平成19年6月、「八尾市水道ビジョン策定諮問委員の会」（以下「諮問委員の会」といいます。）を設

置し、計画策定作業の段階から学識経験者や各方面からの市民代表に参画していただきました。

　八尾市水道事業管理者（職務代理者水道局長）

が、第1回会議において諮問委員の会に対し、八

尾市水道事業の今後の課題やあるべき姿に関する

水道局の素案について諮問しました。諮問委員の

会においては、5回にわたって議論が進められ、

最終日（答申日）には諮問委員の会としての意見

を詳しく述べた答申書が水道事業管理者（職務代

理者水道局長）に提出されました。水道局では、

この答申書を貴重な参考意見として取り扱い、八

尾市水道ビジョンに最大限反映させました。なお、

答申書、議事録、配布資料等の公開も同時に行い

ました。

●活発な議論を展開する諮問委員

●座長が答申書を提出（平成19年10月25日）
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要綱該当号

1号委員
（座長）

1号委員
（副座長）

2号委員

3号委員

4号委員

5号委員

6号委員

6号委員

7号委員

7号委員

　委員氏名

久　　隆浩

嶋津　治希

今川　和明

中西　勝晴

鈴江　孝則

齊藤　立子

佐藤　道代

藤井　菊造

清原　完次

嶋田　哲夫

　　　委員の号別名称

学識経験者

学識経験者

八尾商工会議所代表

自治振興委員会代表

八尾地区労働組合協議会代表

八尾市女性団体連合会代表

平成18年度
八尾市水道モニター経験者

平成18年度
八尾市水道モニター経験者

一般公募による市民

一般公募による市民

　　　　所属団体等

近畿大学理工学部
社会環境工学科
教授（工学博士）

近畿大学理工学部
社会環境工学科
講師（工学博士）

豊国製油株式会社
代表取締役社長

八尾市自治振興委員会
副会長

東洋アルミニウム労働組合
中央執行委員長

八尾市女性団体連合会
平成18年度消費問題研究会
会計

平成18年度水道モニター

平成18年度水道モニター

KES環境審査主幹審査委員

平成18年度やお未来創造会議
委員

開催日（平成19年）

6月22日（金）

7月11日（水）

8月18日（水）

9月17日（金）

10月19日（火）

10月25日（木）

諮問委員の会

第1回

第2回

第3回

第4回

第5回

答申日

（敬称略）



八尾市水道ビジョン策定諮問委員の会設置要綱

（趣旨）

第1条　この要綱は、八尾市における今後の水道事業について、その目指すべき将来像を描き、これを実現し

ていくための八尾市水道ビジョンを策定するにあたって、八尾市水道事業管理者（以下「管理者」という。）が

委嘱する八尾市水道ビジョン策定諮問委員（以下「諮問委員」という。）から構成される八尾市水道ビジョン策

定諮問委員の会（以下「諮問委員の会」という。）の組織、運営その他諮問委員の会について必要な事項を定め

るものとする。

（位置付け及び目的）

第2条　諮問委員の会は、八尾市水道局職員により構成する八尾市水道ビジョン策定ワーキング会議が作成し

た八尾市水道ビジョンの素案について、次条に定める所掌事項を中心に協議し、検討した上で、八尾市水道

ビジョンの策定に関する答申書を管理者に提出することを目的とする。

（所掌事項）

第3条　諮問委員の会は、管理者の諮問に応じて次に掲げる事項を審議する。

（1）八尾市水道事業の現状と将来見通しの分析及び評価に関すること。

（2）八尾市水道事業のあるべき将来像の設定に関すること。

（3）八尾市水道事業のあるべき将来像を実現していくための目標及び具体的施策の設定に関すること。

（4）その他八尾市水道ビジョンの策定に必要な事項に関すること。

（組織）

第4条　諮問委員の会は、諮問委員10人以内で組織する。

2　諮問委員は、次の各号に掲げる者のうちから管理者が委嘱する。

（1）学識経験者

（2）八尾商工会議所代表

（3）自治振興委員会代表

（4）八尾地区労働組合協議会代表

（5）八尾市女性団体連合会代表

（6）平成18年度八尾市水道モニター経験者

（7）一般公募による市民

（任期）

第5条　諮問委員の任期は、平成19年6月22日から平成19年11月30日までとする。ただし、補欠の諮問委

員の任期は、前任者の残任期間とする。

（座長及び副座長）

第6条　諮問委員の会に座長及び副座長各1人を置き、諮問委員の互選により定める。

2　座長は、諮問委員の会を掌理し、会議の円滑な運営に努めるとともに、必要に応じ、管理者に報告を行う

ものとする。

3　副座長は、座長を補佐し、座長に事故があるときまたは座長が欠けたときは、その職務を代理する。

（会議）

第７条　諮問委員の会は、座長が招集し、座長がその議長となる。

2　諮問委員の会は、諮問委員の3分の2以上が出席しなければ、会議を開くことができない。

3　諮問委員の会の議事は、出席した諮問委員の過半数をもって決し、可否同数のときは座長の決するところ

による。

（関係者の出席等）

第8条　座長が必要があると認めるときは、諮問委員の会の議事に関係がある者を出席させ、意見若しくは説

明を聞き、または必要な資料の提出を求めることができる。

（会議の公開）

第9条　諮問委員の会は、公開するものとする。ただし、八尾市公文書公開条例（平成７年八尾市条例第9号）

第6条各号に定める情報に該当すると認められる事項について審議等を行う場合または公正かつ円滑な議事

運営に著しい支障があると認められる場合は、非公開とする。

2　前項に定めるもののほか、諮問委員の会の公開については、会議の公開に関する指針（平成9年11月17日

決定。以下「公開指針」という。）の例による。

（報酬）

第10条　諮問委員の報酬の額は、座長及び副座長については会議に出席した日1日につき特別職の職員で非常

勤の職員のものの報酬及び費用弁償に関する条例（昭和31年八尾市条例第166号）別表中「都市計画審議会

会長及び副会長」について定める額とし、その他の委員については同表中「その他の委員」について定める額

とする。

（庶務）

第11条　諮問委員の会の庶務は、水道局総務課において行う。

（委任）

第12条　この要綱に定めるもののほか、諮問委員の会について必要な事項は、管理者が定める。

附　則

1　この要綱は、平成19年4月15日から施行する。

2　この要綱は、平成19年11月30日限り、その効力を失う。

3　この要綱の施行の日以後最初に行われる諮問委員の会または座長及び座長の職務を代理する副座長がとも

に欠けている場合における諮問委員の会は、第7条第1項の規定にかかわらず、管理者が招集する。
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■八尾市水道ビジョン策定に関する諮問書
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■八尾市水道ビジョン策定に関する答申書 ■八尾市水道ビジョン策定に関する答申書から抜粋



　市民意見提出制度（パブリックコメント）とは、「
※
八尾市市民参画と協働のまちづくり基本条例」第

12条の規定に基づき、八尾市の基本的な政策等の策定に際し、市民参画を推進する手段の一つとして、

広く市民の意見を求める制度です。

（1）提出方法別の提出人数と意見の件数

（2）意見募集期間：平成19年12月20日～平成20年1月10日

（3）意見の概要と市（水道局）の考え方

　　　意見のうちの①

　　　意見のうちの②

※八尾市市民参画と協働のまちづくり基本条例より抜粋

（市民意見提出制度）

第12条　市は、基本的な政策等を立案するときは、事前にその案を公表し、市民の意見を求める

ものとする。

2　市は、前項の規定による意見に対する考え方を公表するものとする。

3　市は、前2項の規定の実施に当たり、範囲、方法その他の必要な事項を別に定めるものとする。
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提出人数（人）

0

0

1

1

意見件数（件）

0

0

1

1

提出方法

電子メール

直 接 持 参

郵　　　便

合　　　計

関連する水道ビジョンの
基本方針と施策

1　災害や危機管理に
強い安全な水道

1-1　適切な受水・配水
施設の更新計画

3　健全経営を保ち続
ける水道

3-1　収益力の強化
（ア）水道料金の
逓増度の緩和

　意見のとおり、高安受水場の送水ポンプ棟や受水池等をはじめ、多くの受水・配水施
設が老朽化しつつあります。また、発生が危惧される東南海・南海地震をはじめとする大
規模地震災害を想定し、被害を最小限にとどめられるよう備えていくことが必要と考えてい
ます。水道ビジョンでは、健全財政の維持に努めながら、各水道施設の更新（耐震化）
計画を早急に立案し、効率的に事業の実施を図ることとしています。

意 見 の 要 約

意 見 の 理 由

　地震等の災害に備えて、老朽化しつつある高安受水場（ポ
ンプ棟等）や各配水施設、また拠点となる中央監視室（八尾
市水道局内）等の更新（耐震化）を早急に進めるべきである。

　八尾市は、「東南海・南海地震防災対策地域」に指定され
ているため、災害や危機管理に強い安全な水道施設・体制に
ついて強化する必要がある。

意
見
の
概
要

意
見
に
つ
い
て
の
市

（
水
道
局
）の
考
え
方

関連する水道ビジョンの
基本方針と施策

　水道料金収入の減少と施設更新（耐震化）にかかる費用が財政にもたらす影響につい
ては、意見のとおりです。逓増度の緩和にあたっては、情報公開や市民生活への影響に
十分に留意していきたいと考えています。

意 見 の 要 約

意 見 の 理 由

　八尾市では、使用水量が多くなるほど単価が割高となる水道
料金の逓増制を採用しているが、その逓増度を緩和するべきで
ある。また、その際には、使用者が水道事業の経営状況をよく
理解できるように、わかりやすい情報公開を行うとともに、市民
生活への影響を考慮しながら行うべきである。

　最低単価と最高単価の差が大き過ぎるために、料金が割安
となっている一般家庭の占める割合が増加していくと予想され、
現行のままでは水道料金収入が減少していく。また、水道施設
の更新（耐震化）も行っていかなくてはならないので、これらの
要因がもたらす財政への影響を考慮すると、逓増度の緩和が
必要と考えられる。

意
見
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概
要

意
見
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市

（
水
道
局
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てい ぞう せい




